






(要約)

  胆道閉鎖症の治療成績からみた早期手術の有用性はよく知られているが、今回は特にス

クリーニングの経済的効果について検討した。  【対象および方法】当科の手術症例 18

例を用い、これらを術後経過により、経過良好群(A 群)、黄疸消失後合併症併発群(B 群)、

黄疸持続群(C 群)の 3 群に分け、術後経過の違いが保険請求点数にどのように反映される

かを調べた。  【結果】初年度入院時の平均請求点数の比較では、B 群、C 群症例は A 群

症例のそれぞれ 1.7倍、3.2倍であり、2年目以降では、合併症併発群は経過良好群の 6.8

倍であった。  【結論】入院期間・回数や合併症に対する治療は、保険請求点数に大きく

反映されることから、適切なスクリーニングの実施による経過良好例の増加が産み出す経

済的効果はきわめて大きいものと予測された。


